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第 1 章及び第 2 章でそれぞれ序論，実験を述べ，第 3 章では金属錯体と比較する意味で芳香族化合物
の励起一重項状態(可視領域に吸収帯を持つ強い CT錯体系)からの緩和過程について述べる。



















移動反応機構の詳細な研究をナノ・ピコ秒レーザーホトリシス法等により行っている。 Ru (bpy )~+， 
Ru (phen );+, 08 (bpy )~+， Ir (5.6 -Mephen)2 cli , Cr (bpy ):+等の金属錯体と種々の消光剤分
子との間の電子移動によるラジカル解離の絶対収率の測定をはじめて行い，中心金属の性質によって特
異的iζ決定されるという興味ある知見を得た。また，金属錯体ー消光剤系の光電子移動直後のラジカノレ
対の挙動をピコ秒分光法によりはじめて直接観測し，ラジカル解離の機構を明らかにしている。また，
乙れら金属錯体と同程度の最低励起エネルギーを持つ有機芳香族化合物の電荷移動錯体の励起状態から
の挙動を比較のため同様の万法で調べ，乙の場合は金属錯体とは対照的にラジカノレ解離する乙となく超
高速失活する乙とを示した。
乙の他，励起芳香族分子の閉殻重金属イオンによる消光反応の機構をピコ秒分光によりはじめて解明
し，また，金属クラスターや希土類金属錯体の光電子移動現象についても新しい知見を得た。
‘以上の結果により本論文は博士論文に値するものと認める。
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